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1. ロシアにとっての ASEAN 

冷戦終結後、ロシアが深刻な国際的孤立に陥った時期が二度ある。一度目は欧米志向の「大西洋主義」外交が行き詰まり、

第一次チェチェン戦争に突入した 1994 年から 1996 年頃までの時期である。NATO の東方拡大の動きが始まる一方、旧ソ連

地域におけるロシアの求心力は低下していた。アジア・太平洋地域ではまだ中国との国境画定交渉の目処が立たず、強力な二

国間関係が不在であった。二度目は、クリミア併合（2014 年 3 月）に対する経済制裁が課されているなかで、ウクライナに侵

攻したことにより（2022 年 2 月〜）、アメリカとその同盟国との政治経済関係が決定的に悪化した時期である。どちらの時期に

も、ロシアに対話の扉を開き、維持したのが東南アジア諸国連合（ASEAN）であった。 

とりわけ 2022 年は、インドネシアが G20 の議長国であったことに加え、カンボジアとタイがそれぞれ ASEAN、APEC の議長国

を務めており、西側諸国の圧力にもかかわらずロシアの参加は維持された。西では欧州評議会を脱退したのと対照的に、東では

ASEAN がロシアを対話の枠組みにとどめていると言える。このような状況を反映し、2023 年 3 月に改定された「ロシア連邦の対

外政策概念」では、地域別外交方針のアジア・太平洋地域の項目で、ASEAN 諸国との経済、安全保障、人道分野、その他

の協力拡大が一番に掲げられた1。ちなみに、非友好国に指定された日本、韓国への言及は無い。2023 年 7 月には、ジャカル

タで ASEAN-ロシア拡大外相会議が開催され、ASEAN-ロシア戦略的パートナーシップの 5 周年が祝われた。以下では、ロシア

と ASEAN が戦略的パートナーシップを宣言するに至る背景と、双方の動機について考察する。 

 

2. ウクライナ戦争までのロシアと ASEAN 

東南アジアから見たロシアの役割について論じた先行研究は、「地理的にも文化的にも距離があり、中国、日本、EU 諸国、ア

メリカなどの ASEAN の主な経済パートナーと比べて経済関係や人的交流が希薄であり、武器貿易や技術支援などの関係もベ
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トナム、ミャンマー、ラオスなどの伝統的な友好国に限定されている事から、現在の関与のレベルを超えるのは難しい」と指摘してい

る2。他方で、ロシアの研究者も、「ロシアの東南アジアにおけるスタンスは、不必要な責任を負わず、未解決の紛争に巻き込まれ

ることもない点で、中国やアメリカよりもインドに近い」3と述べており、一定の距離がある関係という認識は概ね一致している。 

ロシアが ASEAN との関係構築に取り組むのは 1990 年代半ばからである。ロシアは 1991 年に ASEAN の協議国になり、

1994 年に始まった ASEAN 地域フォーラム（ARF）には協議国として中国と共に招待された。その後、1996 年 1 月に外相に

就任したエヴゲニー・プリマコフが全方位外交を展開していくなかで、ASEAN は「多極世界の最も重要な極の一つ」と位置付けら

れるようになった。同年 7 月の ASEAN 外相会議で、ロシアは ASEAN の完全な対話国に昇格した。2000 年代に入ると、ロシ

アは ASEAN との対話メカニズムの発展に力を入れ始める。2004 年 11 月に東南アジア友好協力条約（TAC）に調印し、

2005 年 12 月にクアラルンプールで第一回 ASEAN-ロシアサミットを開催した。しかし一方で、同時に開催された第一回東アジ

アサミットへの参加申請は受け入れられなかった。ASEAN が提示した三つの参加条件4のうち、「ASEAN との実質的関係」、つ

まり経済関係が希薄であることが障害となったのである。この課題に対処するため、第一回サミットでは、経済協力の拡大に関す

る政府間協定が結ばれ、2005 年から 2015 年までの協力促進のための行動計画が採択された。 

政権一期目の後半から二期目にかけて、プーチンは貿易だけでなくロシア製武器の輸出先の多角化を掲げて、東南アジアで

積極的な首脳外交を展開した。その甲斐あって、2000 年から 2021 年までの間にロシアが東南アジア諸国に売却した武器の

総額は 108 億 7000 万ドルに達し、84 億ドルのアメリカを超えて最大の武器供給国となった5。この間の主な輸出先はベトナ

ム、ミャンマーであり、インドネシア、マレーシア、タイにも供給していた。ただし、図 1 の通り、継続的にロシアから武器を購入してい

るのはベトナムとミャンマーのみであり、2014 年以降はこれら諸国への輸出額も減少している。この最大の要因としては、2017

年 8 月にアメリカで「敵対者に対する制裁措置法（CAATSA）」が施行されたことが挙げられる。CAATSA は、アメリカが指定

した制裁対象者と取引を行った場合、非米国企業・人でも制裁対象とする二次制裁規定である。CAATSA 施行後に実際に

制裁を課されたのは中国とトルコのみであるが、制裁を恐れたフィリピンは、潜水艦２隻の供給に関するロシアとの契約をやめてい

る6。同様に、インドネシアもロシア製 Su-35 戦闘機 11 機の発注を 2021 年 12 月にキャンセルした7。フィリピンは 2022 年 7

月にも、Mi-17 軍用輸送ヘリコプター16 機の購入を断っている8。ロシアにとって東南アジアはインド、中国に続く有望な武器市

場であったが、アメリカによる対ロ経済制裁が続く限り、輸出先として見込まれるのはベトナム、ミャンマー、ラオスという伝統的な友

好国に限定されるだろう。また、これに加えて、ロシア・ウクライナ戦争の過程でロシア製軍備の質や信頼性への疑問が生じており、

長引く戦争がロシアの軍事産業に広報上の悪影響を与えているという見方もある9。 

 

図 1.  ロシアから東南アジア諸国への武器輸出（2000 – 2022） 

（単位：100 万 US$） 

 
 Source: SIPRI Arms Transfers Database 
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3. ASEAN-ロシア戦略的パートナーシップの背景 

ロシアと ASEAN（全体）の貿易関係が発展し、観光や学術交流などの分野に協力が拡大していったのは 2010 年代に入

ってからである。図 2 が示す通り、特に 2010 年代前半にロシアとの貿易が増大した。2010 年に 90 億ドルであった貿易額が

2014 年には 225 億ドルに拡大しており、短期間に２倍以上となった。もっとも大きく伸びたのはロシアからの鉱物燃料である。輸

出入構造として、ロシアは ASEAN 諸国にエネルギー資源や卑金属、肥料を輸出し、ASEAN 諸国からは機械・電気製品など

の加工製品や、動物性・植物性油脂やゴムなどを輸入している。物品貿易もクリミア併合後の 2015-2016 年に減少している

が、その後は平均して 170 億ドル程度で横ばいとなっており、この規模を維持できるかどうかは、ASEAN 諸国がロシアからのエネ

ルギー資源輸入を継続するかどうかにかかっている。また、ASEAN にとって最大の貿易相手である中国が ASEAN の物品貿易に

占める割合が 18.8%であるのに対し、ロシアの割合は 0.4%に過ぎない。天然資源の供給やその採掘分野の協力でロシアへの

期待は見込まれるが、ロシアの経済的プレゼンス自体は小さいと言わざるを得ない。 

 

図 2.  ASEAN とロシアの物品貿易（2005 – 2022） 

  （単位：100 万 US$） 

 

 Source: ASEAN Statistical Yearbook 2015, p.80;  

 ASEAN Statistical Yearbook 2023, p.108. 

 

 以上のように武器貿易が縮小傾向にあり、経済プレゼンスも他の大国と比較して小さいにもかかわらず、2018 年にロシアと

ASEAN が戦略的パートナーシップを宣言したのはなぜだろうか。2016 年 5 月にロシアと ASEAN は対話国 20 周年を記念し

て、ソチで ASEAN-ロシアサミットを開催し、対話パートナーシップを戦略的パートナーシップに向けて強化していくことを宣言した

（ソチ宣言10）。そして 2 年後の 2018 年にシンガポールで開催された第 3 回 ASEAN-ロシアサミットで、「戦略的パートナーシ

ップに関する共同声明」を採択している11。これら二つの文書では、戦略的パートナーシップの目的として、アジア・太平洋地域の

平和、安定、安全、繁栄、経済成長、持続可能な発展と社会的進歩を促進することが掲げられた。両者が取り組むべき地域

的課題には、国際テロリズムや国境を越える犯罪、情報セキュリティなど非伝統的安全保障の課題や、海洋安全保障が含まれ

ていた。具体的な問題として「南シナ海における関係国の行動宣言（DOC）」の効果的実行を支援することが協力分野に含ま

れていることから、ロシアと ASEAN の戦略的パートナーシップは基本的に地域安全保障に焦点を当てており、ASEAN 側としては
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中国の海洋進出に対するバランスとリスク・ヘッジのためにロシアとの関係を重視していると見られる。これは主要大国との間でバラ

ンスの取れた友好関係を築くという ASEAN の外交戦略の一環である。 

中国は九段線という独自の境界線を主張し、南シナ海のほぼ全域の主権を主張しているが、とくに 2014 年以降は人工島を

建設し、南シナ海の実効支配を強化してきた。ASEAN 諸国の多くは、欧米列強による植民地化や独立戦争を経験してきたこ

とから、一つの突出した勢力が支配的になることを好まず、戦略的多角化を求める傾向にある。プーチン政権はこの点をよく理解

しており、西側とも中国とも渡り合える「第３の勢力」として自国を地域に売り込んできた12。これは一時的にせよロシアが東南ア

ジアで最大の武器供給国の地位を確立したこと、そして ASEAN がロシアとの戦略的パートナーシップ締結に向かっていったことか

ら、一定の成果を上げたと言えるだろう。 

ロシアは 2011 年 6 月に中国との関係を「包括的戦略連携パートナーシップ」に格上げしている。その一方で、南シナ海の領

有権問題で中国と対立するベトナムとの関係も、2012 年 7 月に「包括的戦略的パートナーシップ」に格上げしている。このような

行動は双方からの不信を招くリスクがある。ウクライナ侵攻前まで、北京はアメリカとの対抗の文脈でモスクワとの協調関係を維持

したいことから、ベトナムとの関係でロシアの行動に干渉することはなかった。南シナ海の領有権問題において、ロシアの公式見解

は「南シナ海の領有権問題の当事者ではなく、原則的に誰の側にも立たない」というものである。しかし、2016 年にフィリピンが中

国を提訴した南シナ海事件で、仲裁裁判所が九段線に国際法的根拠はないと認定した際、プーチン大統領はこの判決を認め

ない中国の立場を支持する、と述べた13。この問題に関与しないという立場を取りつつも、中国寄りの姿勢を示し、中国からの批

判をかわしてきたのである。 

この後、ロシアと中国は戦略的パートナーシップの深化へ向かっていく。2022年2月4日に行った首脳会談の共同声明では、

「民主主義は型通りに構築されるものではなく」、「国家が民主的であるかどうかを判断する権利を有するのはその国民だけである」

などと述べ、民主化と人権を促進しようとするアメリカの価値観外交や、その覇権主義を批判する立場を示した14。これとは対照

的に、戦略的パートナーシップの宣言後も、ロシアと ASEAN の共同声明にはアメリカあるいは西側批判の文言は含まれない。

2023 年 7 月に発表された ASEAN-ロシア外相共同声明では、ASEAN 主導のメカニズムに基づいて構築されたアジア・太平

洋の地域アーキテクチャーにおける結束と ASEAN の中心性を確認している15。また、両者は国際法、開放性、透明性、包摂性、

主権の相互尊重、領土保全、平等、信頼と互恵という価値と原則を重視することを表明している。このことから、ロシアと ASEAN

の関係は、アメリカとの対抗というロシアの戦略的立場を共有するものではなく、ASEAN が重視する規範と ASEAN 主導の対話

メカニズムの強化を支持するものであると言える。 

 

4. 東南アジアにおけるロシアの国益 

最後に、公式文書では見えてこないロシアの地域的関心について少し触れたい。武器輸出ほど注目されていないが、ロシアは

南シナ海での海底資源開発において重要なプレーヤーでもある。原油、天然ガスの埋蔵量が豊富な南シナ海において、欧米の

企業が中国との対立を避けるために投資を控えてきた一方、ソ連時代から実績のあるロシアのエネルギー企業は、ベトナムやイン

ドネシアとの協力を進めてきた。ベトナム最大のバクホー油田（ホーチミン市の外港から 125km 南東に位置）では、1986 年か

らソ連との合弁石油会社ベトソブペトロが生産を行ってきた。しかし 2004 年以降は生産が減少しており、新規開発が模索され

ていた。この状況下で、ベトソブペトロは 2019 年にバクホー油田近郊の海底油田で生産を開始している。 

脱植民地化やベトナム戦争という歴史的経験から、ベトナムは主権尊重、領土保全、国際法の遵守といった規範を重視する

立場にあるにもかかわらず、ウクライナに侵攻したロシアを非難せず、制裁にも加わっていない。当然のことながら国内世論は分裂

し、「脱ロシア化」の動きもあるようだ16。にもかかわらず、2023 年末時点では、ベトソブペトロ、ルスベトペトロ、ガズプロムベト、ベ

トガズプロムといった露越合弁企業が石油・ガス生産によってロシアにもたらす予算収入は、7 億 4500 万ドルの増収になると報

道されており、ロシア経済の東方シフトに大きく貢献している17。 
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戦略的な観点からロシアとの関係を良好に保とうとする国はベトナムだけではない。2022 年 11 月の G20 開催にあたって、ウ

クライナやアメリカからロシアの参加を拒否するよう要請があったとされ、議長国であったインドネシアは難しい判断を迫られた。最終

的にロシアは G20 に招待され、ラブロフ外相が参加したが、開催前の 6 月末から 7 月初頭にかけて、ジョコ大統領はキーウとモス

クワを訪問し、露ウ両国の大統領と会談を行い、中立な仲介者としての役割を国際社会にアピールしていた。プーチンとの会談で

は、グローバル諸国の代表という立ち位置から、戦争の早期終結と、発展途上国のための食糧、肥料、エネルギーのサプライチェ

ーンの回復を訴えた18。一方、プーチンは首都機能の移転先であるカリマンタン島での鉄道建設にロシア鉄道を参入させることや、

原子力技術分野の協力に言及している。また、既存のビザなし交流制度19を活用した人的交流の拡大や、バリ島への直行便の

再開などが議論された。人口の約 7%程度がムスリムとされるロシアは、世界最大のムスリム人口を擁するインドネシアとの地域間、

宗教間対話にも関心を持っている。欧米から厳しい制裁を課されているため、武器貿易同様、インドネシアとの二国間の経済協

力は限定的である。しかし他方でインドネシアは2022年5 月末にユーラシア経済連合（EAEU）との自由貿易協定（FTA）

の締結交渉を開始している。ASEAN 最大の人口（2 億 7550 万人）を抱えるインドネシアとの FTA が実現すれば、プーチン

の掲げる大ユーラシア・パートナーシップにとって活力となるだろう。 

また、注視すべき動きとして、ミャンマーへの接近が挙げられる。2021 年 2 月にミャンマー国軍が起こしたクーデターへの対応で

ASEAN 諸国は割れており、2021 年後半から閣僚級会合にミャンマー軍事政権の代表が出席することを禁じた。ミャンマーが孤

立する最中の 2022 年 8 月に、ラブロフ外相はネピドーを初訪問し、ミャンマー軍事政権の支援者であることをアピールした。現

在、ミャンマーにとってロシアは最大の武器供給国であり、ロシアにとっても武器市場の維持の観点からミャンマーは重要である。

2023 年 8 月にミャンマーで、拡大 ASEAN 国防相会議（ADMM-Plus）の関係者に対し、ロシア国防省の代表団がテロとの

戦いについての経験を報告する会議が行われた。ASEAN-ロシア戦略的パートナーシップの協力分野の一つに、東アジアサミット、

ARF、ADMM-Plus のハイレベル交流の強化が含まれている。停戦監視、無人航空機への対処、サイバー防衛などについて実

践経験豊富なロシアと情報交換を行うことも、一部の ASEAN 諸国にとっては意義のある協力であろう20。 

 

5. おわりに 

クリミア併合からウクライナ侵攻に至る「ウクライナ危機」の時期に、ロシアとの関係を強化していったASEANの行動は一見不可

解である。しかし上述の通り、ASEAN とロシアの関係を考える際に重要なのは、中国を間に挟んだ関係だということだ。2000 年

代に入ってからの傾向としては、ロシアと中国の関係が強化されるにつれ、中国の海洋進出を警戒する ASEAN 諸国は、ロシアと

の二国間・多国間関係をレベルアップしてきたことが指摘できる。ロシア側も、西側諸国と中国の双方と渡り合えるアクターとして、

東南アジアへの軍事的浸透を図り、南シナ海での資源開発などにも関与してきた。しかしウクライナ侵攻後は中国への政治経済

的依存度が高まっていることから、これを好機として中国側が南シナ海でのロシアの行動に圧力をかけてくる可能性も否定できな

い。 

ロシアが国際的に孤立していた 1990 年代半ば、ASEAN が掲げる「中立性」と ASEAN 主導の対話メカニズムの発展は、ロ

シアから見ると特定の大国の影響下に属さない、独立した一つの「極」の浮上であった。2000 年代後半から 2010 年代にかけ

て、日米による「自由で開かれたインド太平洋」、中国の「一帯一路」など、大国による地域構想が掲げられ、東南アジアに熱い

視線が注がれるなかで、プーチン政権が打ち出した「大ユーラシア・パートナーシップ構想」においても、上海極力機構や EAEU と

ASEAN の連携が目指されるようになった。ウクライナ侵攻について、ASEAN 諸国はロシアの立場を支持してはいないが、対話メ

カニズムによってロシアとアジアをつなぐ役割を果たしている。先行研究が指摘する通り、ASEAN 諸国とロシアは地理的も心理的

にも遠い。この条件は経済協力拡大の障害である一方、安全保障面では地域紛争に巻き込まれる可能性が低いという点で

「距離の利」を享受する関係とも言える。 
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